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衛星データの様々な利用

温室効果ガス観測技術衛星

「いぶき」GOSAT)
全球降水観測計画/
二周波降水レーダ

水循環変動観測衛星 「しずく」

(GCOM-W) (2012年～)
陸域観測技術衛星2号（ALOS-2）
「だいち2号」 (2014年～)



多賀城市

名取市
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津波による被害をとらえる

災害後（2011年3月14日）災害前（2011年2月27日）

東日本大震災による津波被害の様子（「だいち」による観測）東日本大震災による津波被害の様子（「だいち」による観測）



PRISMの分解能
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だいち初画像（2006年2月14日）
静岡県清水市



13 Jan. 2011 光学(AVNIR-2)&レーダ(PALSAR)同時観測画像

「だいち」AVNIR-2とPALSARの比較



洪水による被害をとらえる
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2015年9月13日 23時37分（決壊後、３日半経過）

平成27年9月関東・東北豪雨による洪水（茨城県常総市）平成27年9月関東・東北豪雨による洪水（茨城県常総市）

2015年9月10日 11時42分（決壊直前、北部の越水のみ） 2015年9月11日 22時56分（決壊後、１日半経過）

浸水域が拡大 浸水域が南に移動しながら縮小

⿁怒川の堤防決壊に伴う浸水域の把握並びに排水ポンプ車の配置及び運用に活用



森林の管理

2014 (だいち２号)

2010 (だいち)

2010年と2014年のアマゾン森林・非森林の比較結果

2010年の「だいち」画像と2014年の「だいち2号」画像を比較すると、森林面積
の変化が把握できる。伐採監視のため、観測して3，4日後に画像をブラジルに
提供する。

森林

非森林

増加

減少

提供：JAXA

ⓒJAXA

ⓒJAXA/METI

25m分解能のアマゾン森林・非森林図 だいち2号（2014年打上げ）
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北極と南極の海氷の分布
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台風や大雨の様子をとらえる
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 「しずく」（GCOM-W）やGPMなど、日米欧の衛星の

観測データから作成した「世界の雨分布速報」

 緯度・経度0.1度格子（赤道付近で約11km四方）毎に

雨量を算出

 観測後約4時間遅れで提供、1時間毎に更新

http://sharaku.eorc.jaxa.jp/GSMaP/
3-hourly movie from 3 to 9 November, 2013 (Typhoon No.30 case)



ALOS-2 火山活動の把握への利用
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箱根の火山活動

(C)JMA 8wk

2wk2wk 2wk



●佐賀県嬉野市における茶園地は急勾配で機械化は難しく、生産者の高齢化が進むにつれて、お茶生

産者は徐々に減少。そのため、農作業の効率化、儲かる茶園経営が課題。

●お茶の甘み成分テアニンを衛星情報で推定し、気象情報など地上データから施肥のタイミングや収穫適

期の把握により高品質のお茶を収穫。衛星情報などの利用で従来に比較し2割増の利益創出。ブラン

ド化の成功例。

高品質茶葉成分条件の定義

衛星データ等による

茶園状況把握、分析

生葉収穫・製品化

◎美味しいお茶の定義：

茶の甘みを決めるテアニンを生成し

やすい性質をもつ「窒素含有率6%

以上で繊維含有率18%以下」

官能検査評点と成分に高い相関、

優良茶園判別のためのアルゴリズムを作成

衛星搭載近赤外センサにより茶園を観測、

近赤外線の反射率から窒素含有量を把握

気象モニターシステムから

気温、土壌中の水分・

茶葉の湿り気の把握し、

摘み取り時期を判断

衛星

地上

色が赤いほど窒素含有量が高い

約100茶園から29茶園の優良茶園

を特定し、生葉を収穫し製品化

衛星による農作物管理（お茶）
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出典：佐賀大学、佐賀県茶業試験場、JAさが



農業分野での衛星利用（１）
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農業分野での衛星利用（２）
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ご静聴ありがとうございます




